
地域情報通信基盤整備推進交付金事業事後評価

1,442 1,442 1,467 1,505

82.9% 102.9% 104.0% 107.4%

提供サービス
内容及び料金

加入料：31,500円（宅内工事費は別途）
月額
　①下り2Mbps・上り512kbps　 3,570円
　②下り15Mbps・上り1Mbps　　4,410円
　③下り50Mbps・上り5Mbps　　4,935円
　④下り120Mbps・上り10Mbps　5,985円

　※テレビとの同時契約によるセット
　　割引制度あり

加入料：31,500円（宅内工事費は別途）
月額　　3,465円
（自主放送､多チャンネルサービス､再放送
　サービス等）
　
　※ＢＢ(インターネット)との同時契約に
　　よるセット割引制度あり

丹南ケーブルテレビ株式会社

整備計画時の目標 実　績

初年度 最終 H20末 H24末

1,740 1,401 1,410 1,401

　　 目標及び実績

区分

1,401 1,410 1,401

250 700 54 224

14.4% 50.0% 3.8% 16.0%

丹南ケーブルテレビ株式会社

サービス形態

契約先

整備地域の対象世帯数

加入世帯数

加入率

整備計画時の目標 実　績

H20末 H24末初年度 最終

1,740

事業の内容

事　業　名 地域情報通信基盤整備推進交付金事業

事業年度 ＢＢ(インターネット) ＣＡＴＶ（ケーブルテレビ）

サービス開始日 平成20年2月1日

公設民営（ＩＲＵ）

平成20年2月1日

公設民営（ＩＲＵ）

評価及び課題

　ケーブルテレビについては、区域の全世帯が加入し、当初の目標をクリアして
いる。加入率が100%を超えるのは、事業所の加入も含んでいるためである。

　ブロードバンドについては、これまでの取組等により年々増加しつつあるもの
の、加入率は１６％で目標を下回ることとなっている。要因として、サービス開
始前から他の民間事業者によるサービス提供が行われており、住民が既に加入し
てしまっているために新規加入が見込めないことが考えられる。また、民間の
サービスと当町が進めるケーブルテレビインターネットサービスの内容において
大差がないため、乗り換えによる加入も少ない。
　このため、未加入者に対する市場調査や案内等の実施により加入促進に向けた
課題整理や対策を強化するとともに、利用料の引き下げや乗り換えに対する特典
制度などを検討し、引き続き加入率向上に向けた取り組みを推進していく。

112,658千円

　織田地区全域

H1８年度 事業完了日 平成20年3月11日

交付金額385,056千円

事業の概要

　越前町については、合併前に旧朝日地域・旧宮崎地域においてケーブルテレビ
事業を開始しており、旧織田地域との情報格差が生じていた。また、当該地域は
地上波テレビ放送の難視聴地域であるため、地上波テレビ放送への完全移行時に
はテレビが視聴出来なくなることが懸念されていた。
　このため、町内間での情報通信格差を是正するため、ＨＦＣ方式による光ファ
イバ網を整備し、旧朝日・旧宮崎地域でサービスを開始している丹南ケーブルテ
レビ株式会社へＩＲＵ契約により施設を貸し出すこととなった。
　サービス内容は、地上デジタル放送・ＢＳ・ＣＳデジタル放送の再送信、ケー
ブルインターネット、ＩＰ電話サービスとなっており、料金形態もセット割引を
導入するなど、住民の用途に合わせて選択できるよう配慮した。

事業年度

総事業費

整備対象地域

事業主体 越前町

所管部署 企画財政課


